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～2～

東大理学部化学科卒業後、化学系出版社に編集部員として9年10か月
勤務。

東大理学部情報科学科の研究生になり国井利泰教授に師事する。翌年、
国井教授の勧めでシステムハウスを設立。

1981年～　株式会社サイエンスハウス代表取締役。現在に至る。
　　・駿台電算機専門学校卒研指導員1年
　　・電算機専門学校講師多数
　　・中小企業大学校技術講師・経営講師延べ14年
　　・大正大学/武蔵野美術大学/法政大学/明治大学/慶応大学/国士舘大学でシステム系講師
　　　<システム工学><情報システム論><アルゴリズム論><情報デザイン論>
　　　<WEBデザイン><情報社会論><情報リテラシー>

最初の10年は出版人、後の30年はシステム屋である。
システム屋としての30年は、教員としての30年でもある。
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2.2.問題意識問題意識

知性なき丸暗記を乗り越えたい。

従来の記憶の分類（知識の分類）では、足りない。

ラリー・スクワイアの記憶の分類（1980年代後半）

スクワイア-飯箸の記憶の分類（2005.08.21）

飯箸の記憶の分類（2009.2.28）
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3.3.ラリー・スクワイアの記憶の分類ラリー・スクワイアの記憶の分類[1][1]
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4.4.スクワイアスクワイア--飯箸の記憶の分類飯箸の記憶の分類
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55. . ””社会社会”” とと ””ヒトの知識ヒトの知識””のデータ構造のデータ構造

～6～

　・コンピュータのデータ構造: SQ-F, ISAM-F, RDB-MS
　・社会の構造:単位組織とその複合体　---ランダムリンクとディレクトリ構造
　・ヒトの知識のデータ構造: ???　---ランダムリンクとディレクトリ構造

(2)ヒトの知識ベースの飯箸モデル(1)社会の飯箸モデル

飯箸泰宏、矢ヶ部一之、情報コミュニケーション学会
第3回全国大会発表論文集、pp.89-90（2006）

飯箸泰宏, 情報コミュニケーション学会,第２回ワー
クショップ,2008.09.72
飯箸泰宏、「独創性をつくる試行錯誤」、情報コミュニ
ケーション学会第4回研究会（2008.11.08）

飯箸泰宏、「独創性をつくる試行錯誤」、情報コミュニ
ケーション学会第4回研究会（2008.11.08）
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寺沢宏次監修、脳の仕組みがわかる本、成美堂出版（2007）、p.27
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7.7.飯箸の記憶の分類飯箸の記憶の分類

理解記憶
/長期記
憶

記憶の組み換え、忘却、
強化、関連付け
（前頭野） /前頭葉

展望記憶
/長期記
憶

記憶の保守
/長期記憶

短期記憶

意識下の
記憶

延髄・小脳・視床下部

投影記憶（味覚・聴覚・
視覚等）

（側頭葉・後頭葉）知覚経路記憶/（側頭葉・
後頭葉）

作業記憶/ワーキングメ
モリ/前頭葉待機記憶/海馬

言葉と色と形の記憶
側頭葉

構造化記憶
頭頂葉

戦略・戦術的記憶
運動野/前頭葉
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8.8.構造化記憶構造化記憶
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9.9.飯箸分類とスクワイア分類の対比飯箸分類とスクワイア分類の対比
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10.10.スクワイア分類の限界を超えてスクワイア分類の限界を超えて

構造化記憶

記憶の保守

言葉による記憶
側頭葉

ス
ク
ワ
イ
ア
モ
デ
ル

スクワイアは言葉と言葉以
下の記憶はとらえている。

言葉を統括する部分=言葉を
超える知識の領域をとらえ
ていない。

言葉の解釈を基準に進めて
きた心理学の限界である。

飯箸モデルはとりあえず全
体像をとらえたと考えられ
る。

飯
箸
モ
デ
ル

言葉以下の記憶
延髄、小脳、視床
下部、海馬、運動

野など
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終わり

ご清聴ありがとうございました。
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